
２０２４年度事業報告 

１．基本事業 

（１）資料収集保管事業 

  ①人権問題に関する資料や文化財の収集を精査しつつおこなった。 

  ②所蔵する人権資料の保管と目録整理に努めた。 

（２）調査研究事業 

  ①人権問題を対象とした学芸員による調査研究を推進した。 

  ②調査研究の成果は執筆活動などを通じて広く社会に還元した。 

（３）展示公開事業 

   ①企画展２０２４ 

     テーマ  「人類館事件」を知っていますか？－博覧会と差別 

    趣 旨 今から約 120年前の 1903年に天王寺一体で開かれた第 5回国勧業博覧会

で 起こった「人類館事件」について、あらためてその史実をひろく一般

市民に伝えた。2025年は、大阪・夢洲で「大阪・関西万博」が開かれる

予定である。こうした社会情勢をふまえ、今もあとを絶たない差別につい

て、博覧会という国家イベントとの関係を豊富な歴史資料とともに明確に

しつつ、「人類館事件」の現代的意味を考えた。 

    会 期 2024年 9月 4日(水)～8日(日) 10:00～17:00(最終日のみ、～12:00)  

     会 場  大阪国際交流センター・１階ギャラリーおよび３階会議室３・４ 

     関 連 ギャラリー・トーク 講師：金城カナグスク馨(関西沖縄文庫)  

   来場者 700人(うち、ギャラリー・トーク 170人) ※『朝日新聞』9.5報道 

（４）教育普及事業 

   ①リバティセミナー２０２４ 

     趣 旨 学芸員が部落史に関するテーマを選定し、連続セミナーを実施した。 

   日 時  いずれも第３土曜日、14:00～16:00 

       １) 5月 18日 第 1回「食肉文化と部落史」 

       ２)  6月 15日 第 2回「皮革産業と部落史」 

       ３)  7月 20日 第 3回「古地図と部落史」 

    ４）11月 18日 第 4回「差別糾弾と謝罪状」 

    ５）12月 21日 第 5回「水平運動と融和運動」※内容を変更 

    ６） 1月 18日 第 6回「日本の水平社と朝鮮の衡平社」※内容を変更 

   会 場 大阪市社会福祉研修・情報センター（ウェルおおさか）4階研修室 

   参加者 のべ 153人 

   ②研修のための出張講演 

   趣 旨 部落問題について、豊富な資料を活用した学芸員の講演をおこなった。 

   テーマ 1)近世の身分制と差別 

       2)近世被差別民の闘い 

       3)明治維新と「解放令」 

       4)近代日本と部落差別 

       5)全国水平社創立の思想 

       6)水平運動の展開 

       7)戦後の部落問題 

       8)戦後部落解放運動の展開 

       9)同和対策審議会答申と同和行政 

       10)現代の部落問題 

   開 催 3 ヵ所 



２．広報活動 

（１）関係者への情報提供 

   ◇郵送およびメーリングリストを用いて随時情報を提供した。 

（２）ホームページの活用 

   ◇展示公開、教育普及、DVD 販売、寄付金募集などに関する情報を周知した。 

（３）マスコミへの情報提供 

   ◇新聞社および記者個人に対する働きかけをおこなった。 

 

３．事業収入の拡大 

（１）外部資金の獲得 

  ◇人権、文化、教育、歴史のテーマに関連する各種の公募助成金への応募を模索し

た。 

（２）DVD の販売  

  ◇既成の DVD を積極的に販売し、自主財源の確保に務めた。 

     ①「ハンセン病問題を考える」 

   ②「牛肉と私たちの暮らし」 

   ③シリーズ 1・部落の歴史を読み解く「全国水平社の歴史」 

   ④シリーズ 2・部落の歴史を読み解く「近世の身分制度と被差別民」 

     ⑤部落史学習シリーズ「歴史編」「身分と生業編」「芸能と文化編」 

     ⑥「映像で学ぶ部落差別解消推進法」 

  ◇販売枚数 64 枚 

（３）共催巡回パネル展示「あなたの街でリバティおおさかを－パネル展の実施と学芸員    

による講演」 

  ◇既成の人権問題関係パネル(HP 掲載)を積極的に貸し出し、自主財源の確保に務め    

た。 

  ◇開 催 9 ヵ所 ※ただし、パネル貸し出しのみ 

（４）展示公開事業および教育普及事業の利用促進 

  関係団体の協力により、各種会合等での説明、チラシの配布などを通じて利用を促進   

し、事業収入の拡大を図った。 

 

４．大阪公立大学への人権資料移管に向けた取り組み 

（１）資料目録の作成 

    当館が所蔵する人権資料の目録化を大学と協議しつつ推進した。 

（２）資料移管協議会の推進 

    資料の保管及び展示に関わる設備などとともに、利用規程などを検討した。 

（３）寄付金の募集 

    団体・個人への依頼活動をおこない、リーフレットを配布するとともに寄付に対する   

返礼品を発送し、あわせてホームページ上で所蔵資料の情報を周知した。 

 

５．役員会の開催 

（１）理事会 6月 15日(土)、10月 19日（土）、12月 21日（土）、3月 22日（土） 

（２）評議会 6月 29日(土)、10月 26日＜臨時＞、3月 22日（土）＜臨時＞ 


